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アレンと種々の遷移金属錯体、主としてFe(O) 、 Ni (0) 、 Rh( 1 、 III) 、及ぴPt の)錯体との反応で、
アレンの触媒重合の中間体と密接な関係があると考えられる、アレンモノマーからアレンペンタマー
にわたるオリゴアレンを配位子とする種々の錯体 (1 -!_?)を得た。これら錯体の構造を主として I
R 、 NMR等の分光学的手段により検討し、種々の結合様式の存在することを明らかにした。またそ
の生成機構、異性化反応について考察した。
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反応条件を適当に選ぶことにより環状アレントリマー. 1 、 2 、 4- ト


























らかにした。その中で例えばFe (C 0 ) 7 ( C3H4 ) 一一Fe 2(CO )6(~比) 2ー →f'e2(CO)6(~H4)3の変化はアレ
ンの重合の成長過程と密接な関係があることを示した。
更にニッケル錯体触媒を用いるアレンのオリゴメリゼーションにおいて、反応条件を調節すること
により環状の三量体、四量体、五量体が選択的に生成することを見出した。またこの反応の中間体と
考えられる錯体を数種単離し、このことからアレンの環化反応の機構を明らかにした。
以上谷君の研究はアレンを対象として有機金属錯体化学および触媒化学に多くの知見を加えたもの
で理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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